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か ん (234号）

。ハ

キ
ス
タ
ン
北
西
部
辺
境
州
は
、
世

界
で
も
屈
指
の
ハ
ン
セ
ン
氏
病
（
ラ
イ

病
）
、
結
核
、
流
行
性
肝
炎
な
ど
の
多
発

地
域
で
あ
る
。
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
広

大
な
山
岳
地
域
で
は
、
大
略
の
村
々
は

峻
険
な
山
岳
に
隔
て
ら
れ
、
夏
期
は
日

中

40
度
を
超
え
る
猛
暑
地
域
で
あ
る
。

そ
の
中
で
人
々
は
部
族
社
会
を
形
成
し

昔
な
が
ら
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
、
福
岡
登
高
会
テ
ィ
リ

チ
ミ
ー
ル
峰
登
山
隊
の
医
師
と
し
て
こ

の
地
を
訪
れ
た
、
中
村
哲
氏
は
当
地
の

貧
弱
な
医
療
体
制
と
病
気
に
苦
し
む
人

々
を
眼
の
あ
た
り
に
し
て
“
重
荷
を
負

い
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
ア
ジ
ア
で
共
に

生
き
る
。
”
と
い
う
願
い
か
ら
、

J
o
c

s
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力

会
）
の
一
員
と
し
て
、
現
地
の
州
政
府

の
ハ
ン
セ
ン
氏
病
撲
滅
計
画
の
一
翼
を

担
っ
て
わ
ず
か
な
医
療
器
具
と
薬
品
で

， ＂

懸
命
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ

ン
氏
病
は
殆
ん
ど
が
乳
幼
児
期
の
家
庭

内
感
染
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
偏
見
も

う

強
い
た
め
患
者
発
見
の
巡
回
診
察
が
必

要
で
す
。
特
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
え
か

ら
家
を
出
る
こ
と
が
少
な
い
女
性
患
者

の
早
期
発
見
と
衛
生
教
育
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

（左）ハンセン氏病の患者さんと話をし

ている中村医師。当面、ハンセン氏

病の診療が中村医師のおもな仕事。
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ア
で
北.,,,,,.、

1 に
中生
村き
哲 る
医
師
I 

ド

そ
し
て
今
、
こ
の
中
村
哲
医
師
を
支

援
し
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
学
び
共
に
生

き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
出
来
た
地
元

福
岡
の
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
」
で
は
、
そ
の
医
療
活
動
に
必
要

な
巡
回
診
療
車
を
送
る
為
の
募
金
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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中
村
哲
医
師
略
歴

一
九
四
六
年
（
昭
―
二
年
）
福

岡
市
生
れ
。
現
在
、
実
家
は
粕
屋

郡
古
賀
町
花
見
。
九
大
医
学
部
卒

業
後
、
脳
神
経
内
科
医
と
し
て
国

立
肥
前
療
養
所
•
大
牟
田
労
災
病

院
•
久
留
米
大
学
麻
酔
科
●
脳
神

経
科
馬
場
病
院
•
徳
州
会
病
院
等

各
地
の
病
院
に
勤
務
し
、
。
ハ
キ
ス

タ
ン
行
き
を
決
心
し
た
後
、
岡
山

県
の
国
立
邑
久
光
明
園
に
て
ハ
ン

セ
ン
氏
病
、
清
類
市
の
結
核
研
究

所
に
て
結
核
を
、
イ
ギ
リ
ス
に
て

熱
帯
医
学
を
学
び
、
一
九
八
四
年

五
月
よ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ス
ビ

タ
ル
に
て
勤
務
中
で
あ
る
。

！
~
中
村
医
師
の
手
紙
よ
り
し
~

一
般
病
棟
も
、
ラ
イ
病
棟
も
、
古
い

モ
ス
ク
を
改
造
し
た
礼
拝
堂
も
、
ス
タ

ッ
フ
た
ち
も
、
全
て
変
り
が
な
か
っ
た
。

昨
年
来
病
院
内
で
は
私
が
ま
も
な
く
来

る
と
い
う
誤
報
が
毎
月
と
び
か
い
、
首

を
長
く
し
て
待
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ラ
イ
病
棟
で
は
、
古
い
患
者
た

ち
が
私
を
み
つ
け
る
と
、
眼
を
輝
か
せ

て
抱
き
つ
い
て
き
た
。
ニ
ヶ
月
前
に
配

属
さ
れ
た
と
い
う
シ
ス
タ
ー
が
病
棟
の

責
任
者
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
若
く
て

気
の
よ
い
長
身
の
ド
イ
ツ
人
看
護
婦
は

小
柄
な
私
を
見
お
ろ
し
な
が
ら
嬉
し
そ

う
に
私
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
病
棟
で

は
ラ
イ
病
を
専
門
に
診
察
し
て
く
れ
る

医
師
の
監
督
が
不
十
分
で
、
ス
タ
ッ
フ

も
心
細
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
患
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
、
ま

る
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
雲
―
つ
な
い
輝

く
青
空
の
よ
う
に
、
底
抜
け
に
陽
気
で

明
る
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
私
は
ま
た
や

っ
て
き
た
と
い
う
よ
り
は
、
帰
っ
て
き

た
の
で
あ
っ
た
。
変
形
し
て
崩
れ
た
ラ

イ
患
者
の
手
先
の
、
と
つ
と
つ
し
た
手

ざ
わ
り
を
何
度
も
な
つ
か
し
く
確
認
し

テ
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